
９
月

日
現
在

25

《
呼
び
か
け
人
》

人
38

《
会
員
》

人
・
５
団
体

66

《
賛
助
会
員
》

人
65

個
人
会
員
の
会
費
は
年
三
千
円

賛
助
会
員
の
会
費
は
年
千
円
以
上

◎
呼
び
か
け
人
と
会
員
は
募
集
中

郵便振替口座：

00900-4-204718
憲法を生かす会・灘

223号
2022年9月25日

憲法を生かす会･灘 ニュース 通算・第223号（１）

藤田 孝典 さん◎学習会 話お

＜内容＞総会 学習会●10月16日（日）午後1時30分～4時 と

参加費：500円●中央区文化センター（11階の1103および1104）
（ の を んで ）市役所1号館 道路 挟 西隣

マスク です主催： 着用安心と笑顔の社会保障ネットワーク（安心ネット）

神戸市灘区天城通
3-5-19

TEL.078-801-8448
FAX.078-801-8899
nsp-nada@vega.ocn.ne.jp

国葬やめろ／藤田孝典さん１めん
講演会／キャパ展

岸田政権の４つの手法／先輩・２めん
仲間の団体から

タスキ裁判で不当判決／ボクの３めん
昭和（連載）／いのち

「一九四六」展と兵庫の満州開４めん
拓団／川柳／編集後記

諸
悪
の
根
源
、
ア
ベ
政
治
。
疑

惑
と
不
正
、
官
僚
た
ち
の
忖
度
、

そ
の
中
で
自
殺
者
ま
で
出
し
た
ア

ベ
政
治
。
そ
れ
を
か
ば
い
続
け
る

た
め
、
ア
ベ
「
国
葬
」
を
閣
議
決

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
岸

田
内
閣
の
醜
悪
さ
。

折
か
ら
の
物
価
猛
烈
値
上
げ
、
解

消
さ
れ
な
い
コ
ロ
ナ
の
不
安
、
医
療

保
険
な
ど
の
負
担
増
、
そ
し
て
自
民

党
と
統
一
教
会
の
癒
着
。
ど
れ
も
国

民
に
は
容
認
で
き
な
い
問
題
ば
か
り

もうひとつの顔
ロバート・キャパ セレクト展

9月10日（土）～11月6日（日）
開館時間10:00－18：00
休館日：9/20 10/11

（六甲アイランド）神戸ファッション美術館

◎入館料 一般 1000円
65歳以上・大学生 500円

※神戸市内在住の65歳以上 無料

国
葬
反
対
デ
モ
（
９
月

日
・三
宮
セ
ン
タ
ー
街
）

17

で
す
。

岸
田
政
権
を
こ
れ
以
上
存
続
を
許

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

「
ア
ベ
・
岸
田
政
治
ノ
ー
、
戦
争

、

」

、

反
対

平
和
な
生
活
守
れ

と
訴
え

一
緒
に
行
動
し
ま
し
よ
う
。



▼
二
十
世
紀
梨
の

季
節
が
終
わ
ろ
う

と
し
て
い
る
。
だ
い
た
い
８
月
の
後
半

か
ら
９
月
の
終
わ
り
頃
ま
で
。
ス
ー

パ
ー
で
も
売
っ
て
る
け
ど
、
ち
ょ
っ
と

大
玉
の
良
い
も
の
は
高
い
。
買
う
の

を
少
し
躊
躇
す
る
が
、「
年
に
一
回

ぐ
ら
い
は
、
贅
沢
し
て
も
い
い
や
・
・

・
」
と
、
適
当
な
理
屈
で
買
い
求
め
、

必
ず
食
べ
る
こ
の
時
期
。

▼
学
生
だ
っ
た
時
、
母
が
梨
農
家
の

親
戚
か
ら
分
け
て
も
ら
い
、
神
戸
の

私
の
所
へ
段
ボ
ー
ル
箱
に
入
っ
た
梨

を
毎
年
送
っ
て
く
れ
た
。

▼
学
校
に
行
か
な
い
日
の
朝
、
朝
食

代
わ
り
に
１
個
、
昼
飯
代
わ
り
に
２

個
、
３
時
の
お
や
つ
に
ま
た
１
個
、

夕
食
に
は
２
個
。
金
の
な
い
学
生
の

食
生
活
を
、
梨
が
支
え
て
い
た
。

▼
私
の
所
に
届
い
た
梨
、
生
産
し
て

い
た
親
戚
の
農
家
の
お
じ
さ
ん
、
梨

づ
く
り
の
大
変
な
重
労
働
の
積
み

重
ね
で
腰
が
曲
が
っ
て
い
た
が
、
そ
の

お
じ
さ
ん
も
す
で
に
亡
い
。

▼
「
今
年
の
梨
は
、
ど
げ
な
だ
（
ど
ん

な
だ
）
？
」
と
、
お
じ
さ
ん
は
、
私
の

亡
き
母
と
話
し
て
い
る
か
も
。

（２）（３） 憲法を生かす会･灘 ニュース 通算・第223号 憲法を生かす会･灘 ニュース 通算・第223号2022年9月25日

■
中
学
の
３
年
間
を
通
し
て
モ
テ
た
覚
え
が
な

い
。
白
い
ズ
ッ
ク
カ
バ
ン
を
肩
に
さ
げ
、
柔
道
着

を
抱
え
て
登
下
校
。
彼
女
が
い
る
と
噂
さ
れ
る

奴
は「
軟
弱
」と
切
り
捨
て
る
。
硬
派
の
少
年
だ

っ
た
の
で
す
。

■
小
学
６
年
時

㎝
だ
っ
た
身
長
は
、
中
学
校

153

入
学
時
は

㎝
、
２
年
に
な
っ
た
時
に
は

163

175

㎝
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
中
学
の
一
年
間
で

㎝
伸
び
た
け
れ
ど
、
座
高
も

㎝
伸
び

12

10

た
。
後
年
口
の
悪
い
友
人
に
ズ
バ
リ「
長
胴

短
足
」
と
言
わ
れ
る
下
地
が
こ
の
時
す
で

に
出
来
て
い
た
ん
で
し
た
。
柔
道
の
せ
い
で

す
（
ほ
ん
と
か
あ
）
。

■
ニ
キ
ビ
が
出
来
だ
し
た
の
も
中
学
に
入
っ

た
頃
か
ら
。
こ
れ
が
ど
ん
ど
ん
増
え
ま
し
て

中
学
２
年
か
ら
３
年
に
か
け
て
は
、
デ
ュ
ー

ク
エ
イ
セ
ス
歌
う
と
こ
ろ
の「
お
さ
な
な
じ

み
」
の
な
か
の
歌
詞
「
ニ
キ
ビ
の
中
に
顔
が
あ

る
」
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

■
本
人
は
あ
ま
り
気
に
し
て
い
な
か
っ
た
の

だ
け
ど
、
音
楽
の
教
師
ミ
ゼ
ッ
ト
に「
あ
な

た
の
ニ
キ
ビ
、
も
少
し
何
と
か
な
ら
な
い
の
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
か
な
り
の

も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
ち
な
み
に
ミ
ゼ
ッ

ト
は
当
時
は
流
行
っ
て
い
た
小
型
オ
ー
ト

三
輪
車
の
車
名
の
こ
と
。
小
柄
で
ぽ
っ
ち

ゃ
り
し
た
体

型
の
先
生
だ

っ
た
の
で
、
そ

う
い
う
あ
だ

名
が
つ
い
た

の
で
す
ね
、

■
そ
う
い
う

わ
け
で
、
背

は
高
い
が
胴
長
で
ニ
キ
ビ
面
と
な
れ
ば
、
モ

テ
る
要
素
が
な
い
。
モ
テ
な
い
男
と
し
て
は
、

人
の
恋
路
を
邪
魔
す
る
く
ら
い
し
か
楽
し

み
が
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
柔
道
部
の
Ｈ

が
同
じ
ク
ラ
ス
の「
Ｋ
が
好
き
な
ん
だ
。
好

き
で
好
き
で
た
ま
ら
ん
の
よ
」
と
言
う
の
で
、

昼
休
み
に
仲
間
と
二
人
で
教
室
に
行
き
、

た
ま
た
ま
一
人
教
室
に
残
っ
て
い
た
Ｋ
に
、

「
Ｈ
が
な
、
お
前
の
こ
と
好
き
だ
っ
て
よ
」
と

彼
の
思
い
を
し
っ
か
り
伝
え
て
や
っ
た
。
も

ち
ろ
ん
彼
の
片
思
い
は
、
こ
れ
で
終
わ
っ
た

ん
で
あ
り
ま
し
た
。

理
事
長
）

（な
る
み
や
す
し

ろ
っ
こ
う
医
療
生
協
・元

許すな！憲法改悪・市民連絡会

● （255号）私と憲法
・岸田政権による軍備拡大と改憲の道を阻も
う 安倍氏「国葬」の政治利用反対

神戸学生青年センター

●食料環境セミナー
「永遠の化学物質PFASの環境汚染リスクとどう向

（ ）き合うか」 小泉 昭夫さん 京都大学名誉教授

・10月15日（土）午後１時30分～3時（土）
参加費600円・ウエスト100（本館）2Ｆホール

「王子公園・市民ミーティング」実行委員会

市民ミーティング Part4●
10月2日（日）午前10時／動物園ホール

◇セクション１ 問題提起

」「みんなの公園づくりへの視点
（市民まちづくり研究所所長）松本 誠さん

◇セクション２ 全体討論

大阪・兵庫高次脳機能障害研究会、他

「いのち見つめて」映画会・講演会●
・10月15日（土）午前11時～午後5時30分

費用1500円・高槻現代劇場文化ホール3階会議室

「
国
葬
」
強
行
の
権
力
主
義

❶
プ

チ
ン
の

は
ロ
シ
ア

ー

予
備
兵
動
員
令

国
内

大

反
発

生

。

に

き
な

を

じ
て
い
ま
す

日
本

、

「
国
葬
」

閣
議
決
定

で
も

ア
ベ

は

、
国
会

審
議

、
世
論
調
査

だ
け
で

で
も

せ
ず

で
は

が

な
の
に

す
る

反
対

圧
倒
的
。

強
行

の

は
プ

チ
ン
と

じ
く

岸
田
政
権

手
法

ー

同

疑
似

。

フ
ァ
シ
ズ
ム
で
す

低
賃
金
な
の
に
物
価
は
急
上
昇

❷賃
金

上

、
物
価

急
上

が

が
ら
な
い
の
に

は

昇
。
円
安

介
入

、
低
賃
金

対

の

は
し
て
も

へ

策

無
策

。

は
ほ
と
ん
ど

の
ま
ま

大
企
業

内
部
留
保

、
税
制
度

放

の

は

も

置

膨

一
方

。

、

し
た
ま
ま

れ
る

で
す

な
の
に

国
民

株

買

！

ま
だ

に

を

え
と
い
う
の
か

コ
ロ
ナ
・
社
会
保
障
も
自
力
で
？

❸

対
策

、
国
民

自
力
更
生
、
自

コ
ロ
ナ

は

の

に
ま
か
せ

は

の

主
管
理

、
公
的
医
療

後
退

一
途
。

発
生

今
日

教

コ
ロ
ナ

か
ら

ま
で
の

訓

、
行
政

生

。

を

は

か
し
て
い
ま
せ
ん

月

歳
以
上

高
齢
者

窓
口

か
ら

の

の

10

75

負
担

「
２
割
負
担
」

。
単
身
世
帯

万
円

に

に

200

以
上
、
２
人
以
上

世
帯

合
計

万
円
以

の

で

320

の

に

に

が
ま
す
ま

上

収
入

２
割
負
担

。
医
療

国
民

遠

。

す

か
ら

く
な
り
ま
す

軍
事
費
膨
張
は
ブ
レ
ー
キ
な
し

➍
来
年
度
防
衛
予
算

概
算
要
求

、

の

で
は

金
額

後
付

事
項

要
求

先

出

は

け
で

の

を

に

す

と
く
に

の
た
め

例
外
措
置ﾟ

敵
基
地
攻
撃

の
ミ
サ
イ
ル

は
ま
る
で
フ
リ

パ

開
発

ー

。
軍
事
費

最
優
先

太
平
洋
戦
争

ス

を

し
た

時

軍
隊

近

。

の

に

づ
い
て
い
ま
す

タスキ裁判：
４年半前、灘郵便局 非正規社の

員 、「 不着用」 理由 賃に タスキ を に
が に き げられた これ金 不当 引 下 。
対 「不合理待遇禁止規定」 旧に し （

労働契約法20条 加 賃金）など えて
回復 不利益処分撤回 求 。と を める

９
月

日
神
戸
地

15

で

の

裁

、
灘
郵
便
局

タ
ス
キ

で

「

裁
判
」

判
決

出

。

が

ま
し
た

そ
れ
は

ら
の

「
原
告

は
い
ず
れ
も

請
求

棄
却
」

無
茶

と
い
う

苦
茶

判
決
。

な
控
訴

原
告
、

す
る

す
る

も

支
援

仲
間

す

闘

続
い

け
ま

判
決
後
の
集
会
で
説
明
す
る
森
博
行
・弁
護
士

（
写
真
は
井
上
力
さ
ん
のF

ac
e
b
o
o
k

よ
り
）

▲9月17日の国葬反対デモ（写真は市民デモHYOGO）



満
洲

日
本

起

戦

か
つ
て

で

が

こ
し
た

そ
れ
と

じ
こ
と
が

い
ま
ウ
ク
ラ

争
、

同

、

イ
ナ
や

の

で

ど
も
た
ち

世
界
中

戦
争

子

市
民

苦

。

や

を

し
め
て
い
ま
す

満
洲
か
ら
帰
国
す
る
、
そ
の
た
め
と
に
か

く
葫
芦

島

へ
集
ま
っ
て
乗
船
を
待
つ
日
本

こ

ろ

と
う

人
避
難
民
た
ち
。
そ
の
姿
を
描
い
た
大
作

「
一
九
四
六
」
。
中
国
の
画
家
・
王

希

奇

わ
ん

ー
し

ー
ち

さ
ん
が
こ
の
絵
を
描
い
た
の
は
、
絵
の
中
に

あ
る「
遺
骨
箱
を
持
つ
子
ど
も
」
を
ネ
ッ
ト

で
写
真
を
見
て
か
ら
だ
そ
う
な
。

憲
法
を
生
か
す
会
・
灘
が
６
年
前
に
お

伺
い
し
、
満
洲
開
拓
団
の
お
話
を
聞
い
た
旧

但
東
町
高
橋
村
の
山
下
幸
雄
さ
ん
。
そ
の

お
姿
も
毎
日
新
聞
で
拝
見
し
ま
し
た
。

（４）2022年9月25日 憲法を生かす会･灘 ニュース 通算・第223号

▼
こ
ん
な
に
不
評
な
ア

ベ
国
葬
へ
出
席
と
い
う

野
田
元
首
相
と
芳
野
連

合
会
長
。
意
固
地
に
？

▼
選
挙
が
終
わ
っ
て
か

ら
統
一
教
会
、
五
輪
汚

職
が
ゾ
ロ
ゾ
ロ
。
権
力

が
や
る
こ
と
だ
か
ら
。

▼
そ
の
選
挙
で
勝
っ
て

自
民
は
原
発
再
稼
働
・

新
設
ま
で
オ
ン
パ
レ
ー

ド
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
原

発
が
ど
う
な
っ
て
る
か

▼
急
に
涼
し
く
な
っ
た

ら
大
雨
が
全
国
各
地
に

被
害
、
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す

二
階
か
ら

妄
言
吐
い
て

転
げ
落
ち

「
上
か
ら
目
線
」
で
し
か

モ
ノ
が
言
え
な
い
人
が
い

て
、
暴
言
・
た
わ
言
を
吐
き

続
け
て
い
ま
す
。
権
力
の
座

に
居
座
っ
て
い
ま
す
が
、
身

を
乗
り
出
し
過
ぎ
る
と
転

げ
落
ち
ま
す
よ
。

「
お
は
よ
う
川
柳
」
（

・
９
・

）

22

20

▲8月31日から9月4日まで原田の森ギャラリーでの展覧会。満洲から引

き揚げる日本人避難民の様子を描いた王希奇さんの大作「一九四六」

を感慨深く見入る山下幸雄さん（右 旧出石郡但東町高橋村からの開

拓団員 満洲出発の1944年当時はわずか12歳 写真は毎日新聞）。

山下さんの家は、両親、祖母、兄妹と計7人家族全員が但東町から

満洲開拓に参加。1945年8月17日集団自決で助かったのは家族で幸

雄さん（当時13歳）だけ（祖母は病死）。異郷の地でひとり孤児に。

※『改訂 国策に散った開拓団の夢』（但東町教育委員会1994）を参考

兵庫県から満洲へ派遣された開拓団

入植年 送出地 入植地 在籍数(戸数) 現地死亡 帰還者 帰還率

昭15 養父郡 553名(122戸) 56名 491名 88.8%浜江省東興県

昭16 神戸市 吉林省 474 ( 95) 263 77 16.2

〃 美方郡 興安東省 112 ( 27) 56 56 50.0

昭17 宍粟郡 331 ( 105) 6 322 97.3錦州省磐山県

〃 淡路島 〃 302 ( 102) 1 298 98.7

昭18 神戸市 北安省 262 ( 60) 129 92 35.1

昭19 朝来郡 奉天省 215 ( 100) 26 174 80.9

〃 出石郡 479 ( 103) 344 132 27.0浜江省蘭西県
(298名自決)高橋村

〃 神戸市 132 ( 不明) 45 70 53.0ハルピン市

※帰還者の「不明」人数は省略
※資料出所：2015企画展「満洲第3次兵庫開拓団と高橋村」

（ ・ ）モンゴル民族博物館 豊岡市但東町

旧但東町高橋村の開拓団

（ ）1931(昭 6) 9月 満州事変 柳条湖事件
1931(昭 7) 3月 満州国 建国の

が に （ から1936(昭11) 8月 満洲開拓 重要国策 決定 全国
の ）100万戸 移住計画
から へ1937(昭12) 2月 盧溝橋事件 日中全面戦争

11月 満洲開拓少年義勇軍 創設 建白書を する
1941(昭16)12月 真珠湾攻撃 太平洋戦争で

高橋村を皇国標準農村に指定1943(昭18) 9月
満洲に向け107戸476名が高橋村を出発1944(昭19) 3月

へ （ ）1945(昭20) 8月 広島、長崎 原爆投下 6日、9日
ソ が へ （ ）連軍 満洲 侵攻 9日

の を （ ）天皇 終戦詔書 放送 15日
満洲高橋村で住民が逃避行（14～16日）
ホラン川へ全員が入水自殺（17日、298
名自決、86名生存）
高橋村生存者が収容所を経て葫芦 島1946(昭21)10月

こ ろとう

から佐世保へ、その後高橋村へ帰郷


